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いろいろなことに「本気」で、進んで、前向きにチャレンジ！ 

校長  甲斐 安弘  

 朝夕の風が少し肌寒く感じるようになり、校庭の木々も色づき始めました。いよいよ秋本番、勉強、

読書、芸術、スポーツに実りの多いシーズンの到来です。 

 そのような中、後期がスタートしました。始業式では、子供たちに「学校は、友達と一緒にいろいろ

なことが学べる大切な場所です。皆さんは毎日毎日、いろいろなことを学んで大きく成長しています。

いろいろなことに『本気』で、進んで、前向きにチャレンジして、みんなが心から『楽しい』と思える

学校生活になるように頑張りましょう」という話をしました。そして、話の終わりに相田みつをさんの 

「本気」という詩を紹介しました。子供たち

には、様々な活動に「本気」で取り組んでほ

しいと思います。ご家庭でもご理解いただ

き、同一歩調で、ご指導いただければありが

たいです。 

 

10月 25日、すがすがしい秋空のもと、「第５９回千葉市小学校陸上大会（中央・花見川・稲毛区の部）」

が青葉の森スポーツプラザ陸上競技場で開催されました。本校では、特設陸上クラブを開設し、６年生

の希望者が約１か月間、放課後を利用して練習に励んできました。大会に先立ち 24日に実施された陸上

大会壮行会では、選手たちの試技に対して、全校児童が大きな拍手で激励するといった素晴らしい光景

が見られました。大会当日、選手たちは、自己ベストを目指して全力を尽くし、爽やかな汗を流すとと

もにやり遂げた感動と達成感を味わうことができました。６年生にとって、陸上大会を通しての様々な

経験は、これからの生活に大いに役に立つことでしょう。この陸上練習期間に伴う日課時程の変更にご

協力いただきありがとうございました。12月からの球技練習期間もよろしくお願いいたします。 

 

先日、休み時間に校内を巡回していたら、次のような心温まる素敵な場面に出会いました。 

・低学年の子供が１階廊下を箒で掃いていました。訳を聞くと

「掃除が好きで、学校をきれいにしたい」とのことでした。 

・高学年の子供たち４～５人が昇降口を掃除していました。訳

を聞くと「汚れていたので、みんなが気持ちよく使えるよう

にしたい」とのことでした。 

私の知らないところでも自主的な行動を取っている子供はたくさんいると思います。近年、子供たち

の考える力の低下が問題視されています。これからも、自分で考え、判断して行動できる力を伸ばして

いけるよう、全教職員で指導・支援をしていきたいと思います。 

 

   

 

  

 
 

ゆめ･かがやき 

新しい職員が着任しました 
10月 17日より、学習支援員が着任いたしまし

た。4年生を中心に学習支援を行います。また、同

じく学習支援員が11月1日から着任いたします。

なかよし学級を中心に、様々な学年の子供たちの

学習支援を行います。よろしくお願いいたします。 

本気 

なんでもいいからさ 本気でやってごらん 

本気でやれば たのしいから  

本気でやれば つかれないから  

つかれても つかれがさわやかだから   

みつを 

学校がきれいに

なると みんな

が気持ちよく生

活できるね！ 

教育実習が行われます 
11月 13日（月）～12月 8日（金）の期

間、千葉大学の学生の教育実習が行われます。

配属学級は、1年 2組、2年 2組、4年 2組、

5年 1組、6年 1組となります。 

保護者の皆さまのご理解とご協力をお願い

いたします。 


